共同研究の経過と概要 by 高桑 いづみ & 日高 薫
ろ
う
。
　
そ
の
反
面
、
破
損
し
や
す
く
保
存
状
態
の
悪
い
も
の
を
多
く
含
む
こ
と
や
、
各
種
技
法
・
素
材
が
混
在
す
る
点
、
進
展
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
楽
器
史
研
究
の
現
状
な
ど
、
調
査
研
究
に
と
っ
て
、
必
ず
し
も
好
条
件
と
は
い
え
な
い
要
素
も
少
な
く
な
い
。
資
料
の
調
査
研
究
を
す
す
め
る
と
同
時
に
、
多
く
の
付
属
品
・
付
属
文
書
を
い
か
に
整
理
・
管
理
す
る
か
と
い
う
実
質
的
課
題
に
取
り
組
む
必
要
も
あ
る
。
　
本
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
特
色
を
有
す
る
紀
州
徳
川
家
伝
来
楽
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
対
象
と
し
、
音
楽
史
、
楽
器
史
の
み
な
ら
ず
、
美
術
史
学
、
文
献
史
学
、
自
然
科
学
な
ど
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
資
料
研
究
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。
楽
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
の
問
題
点
を
明
確
に
し
、
将
来
の
発
展
的
研
究
の
基
礎
を
築
く
こ
と
を
当
面
の
目
標
と
し
た
。
対
象
と
な
る
資
料
に
関
し
て
は
、
平
成
一
五
年
度
の
資
料
図
録
の
刊
行
、
平
成
一
六
年
度
の
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
の
公
開
に
よ
っ
て
、
す
で
に
基
盤
と
な
る
資
料
情
報
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
続
く
平
成
一
七
年
度
夏
に
特
別
企
画
を
開
催
し
た
こ
と
に
よ
り
、
関
係
分
野
の
研
究
者
の
関
心
が
集
ま
り
、
調
査
依
頼
や
、
よ
り
詳
細
な
情
報
提
供
を
求
め
る
問
い
合
わ
せ
等
、
外
部
か
ら
の
要
請
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
本
共
同
研
究
の
発
足
は
、
時
宜
を
得
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
　
本
研
究
に
着
手
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
主
た
る
目
的
と
し
て
以
下
の
二
点
を
設
定
一
　
目
　
的
　
本
書
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
平
成
二
〇
年
度
に
か
け
て
実
施
し
た
基
盤
研
究
「
紀
州
徳
川
家
伝
来
楽
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
研
究
」
の
報
告
書
で
あ
る
。
　
本
館
が
所
蔵
す
る
紀
州
徳
川
家
伝
来
楽
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
紀
州
藩
の
第
十
代
藩
主
徳
川
治
宝
（
一
七
七
〇
〜
一
八
五
二
）
が
ほ
ぼ
一
代
で
築
き
あ
げ
た
最
大
級
の
古
楽
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
総
点
数
一
五
九
件
（
二
三
一
点
）
を
数
え
る
本
資
料
は
、
雅
楽
用
の
楽
器
を
中
心
に
、
笙
・
笛
・
琵
琶
・
箏
・
太
鼓
な
ど
の
楽
器
二
十
数
種
、
楽
譜
、
付
属
品
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
楽
器
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
楽
器
史
・
音
楽
史
研
究
上
、
極
め
て
重
要
な
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
　
さ
ら
に
本
資
料
を
特
徴
づ
け
る
の
は
、
種
々
の
付
属
文
書
・
付
属
品
に
恵
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
各
々
の
楽
器
に
伴
う
、
入
手
に
関
わ
る
情
報
・
伝
来
・
鑑
定
・
銘
の
下
書
き
・
修
理
や
製
作
に
関
わ
る
情
報
な
ど
を
記
し
た
付
属
文
書
か
ら
は
、
音
楽
・
楽
器
の
歴
史
の
み
な
ら
ず
、
幕
末
期
の
大
名
家
を
中
心
と
し
た
文
化
の
あ
り
さ
ま
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
工
芸
の
粋
を
集
め
て
装
飾
さ
れ
た
楽
器
本
体
や
、
箱
・
袋
な
ど
の
付
属
品
は
、
美
術
工
芸
品
と
し
て
の
価
値
も
高
い
。
複
数
の
分
野
に
ま
た
が
る
研
究
資
源
と
し
て
、
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
た
資
料
と
い
え
る
だ
共
同
研
究
の
経
過
と
概
要
高
桑
い
づ
み
・
日
高
薫
1
し
た
。
　
①　
複
合
的
視
点
か
ら
の
楽
器
調
査
　
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
楽
器
に
付
属
す
る
文
書
資
料
に
は
様
々
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
付
属
文
書
を
読
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
楽
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
た
経
緯
が
よ
り
明
確
と
な
り
、
ま
た
当
時
の
文
化
状
況
を
読
み
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
記
さ
れ
た
楽
器
の
来
歴
や
鑑
定
に
関
わ
る
内
容
が
事
実
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
文
献
資
料
か
ら
の
検
討
や
、
外
見
上
の
詳
細
な
調
査
観
察
に
加
え
、
楽
器
内
部
の
撮
影
や
、
使
用
さ
れ
て
い
る
素
材
の
特
定
な
ど
の
科
学
的
調
査
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
楽
器
の
詳
細
な
調
査
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
楽
器
調
査
に
求
め
ら
れ
る
科
学
的
調
査
方
法
の
検
討
も
合
わ
せ
て
お
こ
な
う
。
　
②　
楽
譜
類
の
研
究
　
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
多
く
の
楽
譜
類
を
含
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
基
礎
的
な
研
究
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
三
〇
件
の
楽
譜
の
奥
書
等
を
精
査
し
、
他
の
伝
本
と
比
較
研
究
し
て
、
伝
承
の
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る
。
二
　 
研
究
組
織（
◎
は
研
究
代
表
者
、○
は
研
究
副
代
表
者
、所
属
は
当
時
の
も
の
を
記
す
）
　
遠
藤　
　
徹　
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
　
小
代　
　
渉　
学
識
経
験
者
　
薦
田　
治
子　
武
蔵
野
音
楽
大
学
音
楽
学
部
　
清
水　
淑
子　
学
識
経
験
者
　
高
橋　
美
都　
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
　
中
里　
壽
克　
鶴
見
大
学
文
学
部
　
野
川
美
穂
子　
東
京
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
　
能
城　
修
一　
森
林
総
合
研
究
所
　
水
野　
僚
子　
大
分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
◎
高
桑
い
づ
み　
東
京
文
化
財
研
究
所
（
本
館
客
員
教
授
）
　
永
嶋　
正
春　
本
館
・
研
究
部
・
准
教
授
○
日
高　
　
薫　
本
館
・
研
究
部
・
准
教
授
　
宮
田　
公
佳　
本
館
・
研
究
部
・
助
教
　
久
留
島　
浩　
本
館
・
研
究
部
・
教
授
　
内
田　
順
子　
本
館
・
研
究
部
・
准
教
授
研
究
協
力
者
　
角　
美
弥
子　
 
九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学
府
・
ホ
ー
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
育
成
ユ
ニ
ッ
ト
学
術
研
究
員
　
田
中　
敏
長　
笛
制
作
者
　
田
中　
彩
子　
笛
制
作
者
　
脇
谷　
真
弓　
武
蔵
野
音
楽
大
学
学
芸
員
　
中
村　
鶴
城　
薩
摩
琵
琶
奏
者
三
　
研
究
経
過
　
（
一
）
平
成
一
八
年
度 
　
平
成
一
八
年
度
は
、
具
体
的
な
調
査
研
究
を
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て
の
、
研
究
方
法
や
い
く
つ
か
の
中
心
課
題
を
設
定
し
、
予
備
研
究
を
実
施
し
た
。
① 
雅
楽
器
と
の
比
較
研
究
の
た
め
の
能
楽
器
に
関
す
る
情
報
収
集
お
よ
び
調
査
（
二
〇
〇
六
年
四
月
七
日　
滋
賀
県
個
人
・
四
月
二
四
日　
国
立
能
楽
堂
）
② 
「
上
野
学
園
大
学
日
本
音
楽
史
研
究
所
所
蔵　
雅
楽
の
変
遷
―
古
の
音
色
を
求
め
て
―
」
の
見
学
（
二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
八
・
一
九
日　
思
文
閣
美
術
館
）
③ 
楽
器
・
楽
譜
調
査
の
方
法
に
関
す
る
分
科
会
（
二
〇
〇
六
年
一
二
月
二
〇
日　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
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④ 
全
体
会
お
よ
び
資
料
調
査
（
二
〇
〇
七
年
三
月
一
日　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
今
年
度
の
経
過
を
報
告
し
、
来
年
度
の
研
究
計
画
を
決
定
し
た
。
以
下
の
資
料
調
査
を
行
っ
た
。
　
 H
‒46‒11
笙
（
銘
「
山
端
」）・H
‒46‒19
袖
笙
（
銘
「
燕
子
」）・H
‒46‒22
篳
篥
（
銘「
思
月
」）・H
‒46‒39
龍
笛（
銘「
青
柳
」）・H
‒46‒43
能
管（
銘「
男
女
川
」）・
H
‒46‒46
龍
笛
・
高
麗
笛
（
銘
「
金
龍
」）・H
‒46‒68
神
楽
笛
（
銘
「
神
倉
山
」）・
H
‒46‒79
一
節
切
（
銘
「
山
風
」・H
‒46‒86
一
節
切
（
小
簫
）・H
‒46‒100
琵
琶
（
銘
「
文
殊
丸
」）・H
‒46‒114
琵
琶
・H
‒46‒115
箏
（
銘
「
君
が
千
歳
」）・
H
‒46‒122
倭
琴
（
銘
「
大
桐
」）
⑤
楽
譜
資
料
の
伝
本
研
究
に
着
手
し
た（
遠
藤
ら
が
担
当
）。
⑥ 
国
立
劇
場
に
所
蔵
さ
れ
る
紀
州
徳
川
家
旧
蔵
雅
楽
器
の
付
属
文
書
の
翻
刻
を
完
了
し
た（
小
代
・
水
野
ら
が
担
当
）。
当
該
資
料
は
、
後
世
に
な
っ
て
本
館
所
蔵
資
料
と
分
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
体
像
を
把
握
す
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
翻
刻
し
た
付
属
文
書
に
は
、
本
館
所
蔵
の
楽
器
に
関
す
る
記
述
も
み
ら
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
⑦ 
琵
琶
・
箏
な
ど
の
槽
内
銘
の
観
察
方
法
に
関
し
て
議
論
し
、
実
験
に
必
要
な
機
器
を
選
定
し
、
今
後
の
実
験
計
画
の
概
略
を
決
定
し
た
（
高
桑
・
日
高
・
永
嶋
・
薦
田
ら
）。
⑧ 
管
楽
器
の
音
色
調
査
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
決
定
し
た
（
高
桑
・
遠
藤
ほ
か
）。
　
（
二
）
平
成
一
九
年
度 
　
吹
き
も
の
を
中
心
と
し
て
調
査
を
お
こ
な
い
、
あ
わ
せ
て
次
年
度
に
実
施
予
定
の
琵
琶
の
調
査
の
準
備
を
調
え
た
。
① 
吹
き
も
の
（
龍
笛
・
高
麗
笛
・
神
楽
笛
・
能
管
・
篳
篥
）
の
調
査
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
　
 
二
〇
〇
七
年
七
月
一
二
日
・
一
三
日　
龍
笛
お
よ
び
能
管
（H
‒35‒37
〜H
‒35‒
60
）
　
 
二
〇
〇
七
年
八
月
二
一
日
・
二
二
日　
龍
笛
お
よ
び
能
管
（H
‒46‒37
〜H
‒46‒
60
）
　
 
二
〇
〇
七
年
九
月
二
〇
日
・
二
一
日　
高
麗
笛
・
神
楽
笛
・
篳
篥
（H
‒46‒61
〜
72
、H
‒46‒22
〜28
）
　
 
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
一
一
日　
篳
篥
（H
‒46‒22
〜28
）
上
記
の
研
究
会
で
は
、
笛
の
制
作
者
、
田
中
敏
長
氏
な
ど
専
門
家
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
迎
え
、
吹
き
も
の
の
調
査
を
ほ
ぼ
完
了
し
た
。
調
査
方
法
は
、
詳
細
な
法
量
測
定
・
肉
眼
観
察
に
よ
る
技
法
の
検
討
な
ど
の
基
本
調
査
、
お
よ
び
透
過
X
線
撮
影
・
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
・
蛍
光
X
線
撮
影
に
よ
る
分
析
調
査
な
ど
で
あ
る
。
②
箏
の
調
査
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
　
二
〇
〇
七
年
八
月
七
日
・
八
日　
（H
‒46‒115
〜H
‒46‒119
）
③
能
楽
器
関
係
の
情
報
収
集
と
調
査
　
 
雅
楽
器
と
の
比
較
研
究
の
た
め
の
能
楽
器
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
調
査
も
行
っ
た
。（
二
〇
〇
七
年
八
月
二
八
日
・
二
九
日　
宇
良
神
社
・
一
一
月
一
日
・
二
日　
尾
張
徳
川
家
）
④ 
内
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
琵
琶
の
調
査
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
、
実
験
用
琵
琶
の
作
成
を
琵
琶
制
作
者
、
田
村
晧
司
氏
に
依
頼
し
た
。（
二
〇
〇
七
年
九
月
二
八
日
）
⑤
楽
譜
資
料
お
よ
び
付
属
文
書
資
料
の
整
理
お
よ
び
研
究
を
す
す
め
た
。
⑥
年
間
の
成
果
の
整
理　
（
二
〇
〇
八
年
三
月
二
六
日　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
　
 
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
整
理
し
、 
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
共
有
す
る
た
め
の
報
告
会
を
行
っ
た
。
　
（
三
）
平
成
二
〇
年
度
　
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
点
数
の
多
い
琵
琶
を
中
心
と
し
て
調
査
を
お
こ
な
い
、
あ
わ
せ
て
箏
・
琴
類
の
調
査
も
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
調
査
を
通
じ
て
、
C 
C 
D
内
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
内
部
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
①
琵
琶
の
調
査
3
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二
〇
〇
八
年
八
月
七
日　
内
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
調
査
の
実
験
・
打
ち
合
わ
せ
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
　
二
〇
〇
八
年
八
月
一
八
日
・
一
九
日
・
二
〇
日
琵
琶
の
調
査
　
 
美
女
（H
‒46‒97
）・
筑
夫
島
（H
‒46‒98
）・
白
鳳
（H
‒46‒92
）・
朝
暘
（H
‒46‒
95
）・
箕
面
（H
‒46‒94
）・
雲
鶴
（H
‒46‒103
）・
嘉
吉
丸
（H
‒46‒101
）・
白
菊
（H
‒46‒113
）・
小
嵐
（H
‒46‒96
）
　
二
〇
〇
九
年
二
月
二
四
日
・
二
六
日
・
三
月
三
日
琵
琶
の
調
査
　
 
千
歳
丸
（H
‒46‒102
）・
雲
上
（H
‒46‒105
）・
武
蔵
野
（H
‒46‒107
）・
白
神
（H
‒46‒108
）・
文
殊
丸
（H
‒46‒100
）・
箕
面
（H
‒46‒94
）・
小
白
菊
（H
‒46‒
93
）・
花
園
（H
‒46‒99
）・
小
車
（H
‒46‒110
）・
満
月
（H
‒46‒111
）
　
 
調
査
方
法
は
、
詳
細
な
法
量
測
定
、
肉
眼
観
察
に
よ
る
技
法
の
検
討
な
ど
の
基
本
調
査
、
お
よ
び
C 
C 
D
カ
メ
ラ
に
よ
る
槽
内
観
察
（
一
部
の
資
料
の
み
）、
透
過
X
線
撮
影
で
あ
る
。
②
箏
の
調
査
　
 
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
箏
・
琴
類
に
関
し
て
、
詳
細
な
法
量
測
定
、
肉
眼
観
察
に
よ
る
技
法
の
検
討
な
ど
の
基
本
調
査
、
一
部
の
資
料
に
関
し
て
C 
C 
D
カ
メ
ラ
に
よ
る
内
部
観
察
）
を
お
こ
な
っ
た
。
③
関
連
資
料
の
調
査
と
情
報
収
集
　
 
紀
州
徳
川
家
伝
来
楽
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
の
比
較
研
究
の
た
め
、
関
連
資
料
の
調
査
等
を
行
っ
た
。
　
箏
の
調
査　
（
二
〇
〇
八
年
六
月
二
四
日　
常
寂
光
寺
・
平
等
寺
）
　
箏
六
面
の
調
査　
（
二
〇
〇
八
年
六
月
三
〇
日　
彦
根
城
博
物
館
）
　
 
琵
琶
の
X
線
写
真
の
閲
覧
と
撮
影
方
法
に
関
す
る
意
見
交
換　
（
二
〇
〇
九
年
二
月
一
二
日　
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
）
④
楽
譜
資
料
お
よ
び
付
属
文
書
資
料
の
整
理
と
研
究
　
二
〇
〇
八
年
七
月
七
日　
楽
譜
調
査
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ　
（
東
京
学
芸
大
学
）
　
 
二
〇
〇
八
年
九
月
二
四
日
・
二
五
日
・
二
六
日　
楽
譜
調
査
（H
‒46‒159
）　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
　
 
二
〇
〇
九
年
二
月
一
九
日
・
二
〇
日　
楽
譜
調
査
（H
‒46‒159
）　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
　
二
〇
〇
九
年
三
月
二
日　
楽
譜
調
査
（H
‒46‒159
）　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
⑤
辻
家
資
料
の
調
査
研
究
を
行
っ
た
。
　
 
二
〇
〇
八
年
七
月
二
八
日　
辻
家
資
料
（
寄
託
資
料
）
文
書
調
査　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）
四
　
研
究
の
概
要
（
1
） 
笛
類
（
龍
笛
二
五
・
能
管
二
・
高
麗
笛
八
・
神
楽
笛
四
・
篳
篥
一
五
・
計
五
四
点
）
に
関
し
て
、
①
詳
細
な
法
量
測
定
、
②
肉
眼
観
察
に
よ
る
構
造
・
技
法
な
ど
に
関
す
る
基
本
調
査
、
③
透
過
X
線
撮
影
に
よ
る
内
部
の
形
状
・
継
ぎ
合
わ
せ
な
ど
の
構
造
の
確
認
、
④
デ
ジ
タ
ル
顕
微
鏡
・
蛍
光
X
線
撮
影
に
よ
る
分
析
調
査　
な
ど
を
実
施
し
た
。
（
2
） 
琵
琶　
二
三
面
に
関
し
て
、
①
詳
細
な
法
量
測
定
②
肉
眼
観
察
に
よ
る
構
造
・
技
法
な
ど
に
関
す
る
基
本
調
査
、
③
透
過
X
線
撮
影
に
よ
る
内
部
の
形
状
・
構
造
の
確
認
（
一
部
の
資
料
の
み
完
了
）、
④
C 
C 
D
内
視
カ
メ
ラ
槽
内
観
察
に
よ
る
内
部
構
造
と
墨
書
銘
の
確
認　
を
実
施
し
た
。
槽
内
観
察
に
つ
い
て
は
、
実
験
用
琵
琶
を
製
作
し
、
調
査
機
器
の
性
能
と
調
査
方
法
を
検
討
し
た
う
え
で
、
半
月
の
大
き
い
琵
琶
に
関
し
て
、
実
際
に
カ
メ
ラ
を
挿
入
し
て
槽
内
観
察
を
行
っ
た
が
、
は
か
ば
か
し
い
結
果
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
翌
年
度
に
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
よ
る
観
察
を
試
み
た
。
今
回
採
用
し
た
方
法
は
、
半
月
の
小
さ
い
琵
琶
の
観
察
に
は
無
理
が
あ
り
、
今
後
の
課
題
が
残
っ
た
。
（
3
） 
箏
・
琴
類
に
関
し
て
、
①
詳
細
な
法
量
測
定
、
②
肉
眼
観
察
に
よ
る
構
造
・
技
法
な
ど
に
関
す
る
基
本
調
査　
を
実
施
し
た
。
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） 
楽
譜
・
文
書
の
調
査　
①
楽
譜
類
三
〇
点
に
関
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
検
討
と
実
物
資
料
の
調
査
を
行
い
、
奥
書
を
有
す
る
楽
譜
に
つ
い
て
は
、
紀
州
徳
川
家
と
楽
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
②
付
属
文
書
を
精
査
し
、
資
料
図
録
に
お
け
る
解
釈
の
一
部
を
修
正
す
る
と
と
も
に
、
紀
州
徳
川
家
と
楽
家
と
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
新
知
見
を
得
た
。
　
本
研
究
は
、
紀
州
徳
川
家
伝
来
楽
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
本
格
的
な
調
査
を
お
こ
な
っ
た
最
初
の
研
究
で
あ
る
。
　
多
数
の
資
料
に
わ
た
る
こ
と
や
技
術
的
な
問
題
か
ら
、
全
て
の
楽
器
の
調
査
を
完
了
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
た
め
、
楽
器
種
を
笛
・
琵
琶
・
箏
類
に
限
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
　
科
学
的
調
査
に
つ
い
て
は
、
X
線
透
過
撮
影
と
琵
琶
・
箏
類
の
内
部
観
察
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
素
材
の
木
質
調
査
に
よ
る
樹
種
同
定
に
つ
い
て
は
見
送
っ
て
い
る
。
X
線
C 
T
ス
キ
ャ
ン
等
を
利
用
し
た
樹
種
同
定
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
有
効
で
意
義
の
あ
る
研
究
と
思
わ
れ
る
が
、
調
査
環
境
の
整
備
に
関
す
る
周
到
な
計
画
が
必
要
で
あ
る
。
　
琵
琶
・
箏
の
内
部
観
察
に
つ
い
て
も
実
験
的
な
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
琵
琶
の
半
月
か
ら
の
C 
C 
D
カ
メ
ラ
挿
入
に
つ
い
て
は
、
資
料
に
機
器
を
接
触
さ
せ
ず
に
お
こ
な
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
資
料
を
傷
つ
け
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
た
め
、
今
回
は
一
部
の
資
料
に
つ
い
て
実
験
的
観
察
を
行
っ
た
。
同
様
の
理
由
で
、
笛
の
実
演
奏
と
録
音
・
ピ
ッ
チ
測
定
に
つ
い
て
も
、
資
料
（
楽
器
）
の
清
掃
・
調
整
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
課
題
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
科
学
的
調
査
方
法
に
よ
り
得
ら
れ
る
情
報
は
大
き
く
、
ま
た
楽
器
の
音
の
再
現
は
当
該
分
野
の
研
究
に
お
い
て
極
め
て
重
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、
文
化
財
と
し
て
の
資
料
に
ど
こ
ま
で
調
査
の
手
を
加
え
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
議
論
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
多
く
の
課
題
を
残
す
結
果
と
は
な
っ
た
が
、
楽
器
調
査
の
方
法
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
を
深
め
、
今
回
対
象
と
し
た
資
料
に
関
し
て
多
く
の
新
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
本
研
究
の
大
き
な
成
果
と
考
え
る
。
共
同
研
究
に
よ
っ
て
確
認
し
得
た
調
査
研
究
の
方
向
性
に
し
た
が
っ
て
、
今
後
も
研
究
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
　
な
お
、
本
報
告
書
に
お
い
て
は
、
笛
の
X
線
透
過
画
像
の
み
を
掲
載
す
る
が
、
他
の
楽
器
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
作
業
を
進
め
、
画
像
を
公
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
本
研
究
の
成
果
は
、「
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
れ
き
は
く
〔
館
蔵
紀
州
徳
川
家
伝
来
楽
器
〕」
の
修
正
・
更
新
、
今
後
開
催
予
定
の
企
画
展
示
・
特
集
展
示
等
で
順
次
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
5
［共同研究の経過と概要］……高桑いづみ・日高 薫
高
桑
い
づ
み（
東
京
文
化
財
研
究
所
、国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
客
員
教
員
）
日
高
薫（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）
